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他
の
質
問
内
容
は
中
表
紙
に
続
く
。

議会の動き

６月

７月

８月

９月

10月

花言葉 ： 　真  の  愛 ９月定例会の主な議題
晩秋に咲く花「 き く 」

第３回定例会は、９月10日から20日までの日程で開
催され、滝川地区広域消防事務組合への加入や
平成24年度各会計の決算認定、補正予算など議
案24件、意見書案２件を原案どおり可決・認定とし、
平成24年度決算に基づく赤平市健全化判断比
率、資金不足比率等の報告３件を報告済とし閉会
しました。また、10・11日の２日間で６名の議員が次
のとおり一般質問を行いました。
(質問･答弁の内容は、質問順で構成され、 簡略化さ
れています。)

7/11

8/28

8月31日の赤い羽根チャリティーにて
                    赤平議員合唱団が登場！！

今月の一枚

 

太
田　

常
美

民主クラブ

五
十
嵐
美
知

　　公 明 党

【
質
問
】
低
所
得
者
へ
の
生
活
支
援

に
つ
い
て

①
子
育
て
世
代
に
対
し
て
上
下
水

道
料
金
の
減
免
措
置
を
福
祉
担
当

課
と
の
連
携
に
よ
り
で
き
な
い
か
。

【
答
弁
】
今
後
、
子
育
て
支
援
策
と

し
て
「
赤
平
市
子
ど
も
子
育
て
事

業
計
画
」
を
策
定
し
て
い
く
が
、
子

育
て
当
事
者
の
参
画
に
よ
り
支
援

の
あ
り
方
を
図
っ
て
い
く
。
減
免
措

置
に
つ
い
て
は
子
育
て
世
帯
以
外
の

低
所
得
者
も
含
め
総
体
的
な
協

議
が
必
要
と
考
え
て
い
る
。

【
質
問
】
青
少
年
育
成
支
援
と
基

金
制
度
の
あ
り
方
に
つ
い
て

①
ス
ポ
ー
ツ
や
文
化
面
だ
け
で
な

く
、
あ
ら
ゆ
る
子
供
達
の
活
動
に

対
し
、
評
価
す
べ
き
。
遠
征
等
を
含

め
広
範
囲
に
利
用
で
き
る
基
金
制

度
に
改
善
し
、
す
べ
て
の
青
少
年
活

動
に
対
処
で
き
る
よ
う
に
す
べ
き

で
は
な
い
か
。

【
答
弁
】
当
市
に
は
「
赤
平
市
青
少

年
基
金
」
が
あ
り
、
当
初
は
青
少

年
団
体
数
も
多
く
、
ま
た
、
補
助

額
へ
の
基
準
も
厳
し
く
、
遠
征
費
用

ま
で
に
は
及
ば
な
か
っ
た
。
最
近
は

団
体
数
も
減
少
し
、
優
秀
な
成
績

の
子
供
達
や
団
体
も
増
え
て
き
た

た
め
、
補
助
額
の
基
準
を
見
直
し

た
。
今
後
も
基
金
制
度
の
あ
り
方

や
青
少
年
育
成
支
援
に
つ
い
て
の
協

議
を
行
い
、
幅
広
く
基
金
を
活
用

す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
努
め
て
い
く
。

【
質
問
】
今
後
の
シ
ル
バ
ー
ハ
ウ
ジ
ン
グ

対
策
に
つ
い
て

①
福
栄
地
区
の
中
層
住
宅
構
造
が

バ
リ
ア
フ
リ
ー
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
管

理
人
室
を
設
け
、
緊
急
時
連
絡
シ
ス

テ
ム
を
導
入
す
る
こ
と
に
よ
り
、
将

来
的
に
は
高
齢
者
住
宅
に
転
用
す

る
こ
と
も
可
能
で
は
な
い
か
。

【
答
弁
】
高
齢
化
が
急
速
に
進
む
中

で
、
高
齢
者
の
居
住
の
安
定
確
保
は

大
変
重
要
な
課
題
で
あ
る
。
住
生

活
基
本
計
画
策
定
時
に
は
、
総
体

的
な
公
的
住
宅
の
あ
り
方
を
検
討

す
る
中
で
、
シ
ル
バ
ー
ハ
ウ
ジ
ン
グ
の

整
備
の
必
要
性
に
つ
い
て
も
検
討
し

て
い
く
。

【
質
問
】
愛
真
ホ
ー
ム
の
老
朽
化
対

策
と
生
活
環
境
改
善
に
つ
い
て
伺
う
。

【
答
弁
】
開
設
時
よ
り
35
年
経
過
し

施
設
の
老
朽
化
が
進
み
、
点
検
強

化
、
機
器
の
交
換
な
ど
行
い
入
所
者

の
安
全
に
配
慮
し
て
い
る
。
市
立
病

院
病
棟
改
築
に
よ
り
、
病
院
と
の
渡

り
廊
下
が
無
く
な
る
こ
と
か
ら
、
入

所
者
の
急
病
時
や
介
護
職
員
の
少

な
い
夜
間
の
対
応
に
つ
い
て
、
安
全

確
保
を
第
一
に
検
討
を
進
め
て

い
る
。
生
活
環
境
改
善
で
は
、
建

物
の
全
面
改
築
の
必
要
性
は
あ

る
と
認
識
し
て
お
り
、
今
後
の

財
政
状
況
を
見
な
が
ら
検
討
し

て
い
く
。

【
質
問
】
災
害
時
の
要
援
護
者

避
難
対
策
で
は
、
弱
い
立
場
の

人
た
ち
を
ど
う
守
る
か
が
大
き

な
課
題
で
あ
り
健
常
な
方
々
と

避
難
生
活
は
困
難
と
思
う
。
病

気
、
障
が
い
、
介
護
な
ど
必
要

な
方
々
に
あ
っ
た
サ
ポ
ー
ト
体

制
も
含
め
福
祉
避
難
所
の
普
及

や
整
備
に
つ
い
て
考
え
を
伺

う
。

【
答
弁
】
障
が
い
状
況
や
よ
り
専

門
性
の
高
い
サ
ー
ビ
ス
を
必
要

と
す
る
方
々
も
お
り
、
利
用
可

能
な
施
設
の
調
査
と
市
内
社
会

福
祉
施
設
の
受
け
入
れ
な
ど
十

分
協
議
し
、
「
福
祉
避
難
所
」
の

指
定
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
。

【
質
問
】
い
じ
め
対
策
に
つ
い
て
、

こ
の
度
文
科
省
は
単
な
る
悪
ふ

ざ
け
行
為
で
も
、
犯
罪
行
為
と

認
め
ら
れ
れ
ば
直
ち
に
警
察
へ

相
談
・
通
報
す
る
よ
う
学
校
に

求
め
る
事
に
な
り
ま
し
た
。
例

え
ば
プ
ロ
レ
ス
と
称
し
て
押
さ
え

つ
け
た
り
投
げ
た
り
す
る
事
は

「
暴
行
」
、
断
れ
ば
危
害
を
加
え

る
と
「
脅
し
」
、
所
持
品
を
隠
す

は
「
窃
盗
」
、
壊
せ
ば
「
器
物
損

壊
」
、
行
為
に
よ
っ
て
は
「
犯
罪
」

6/27　行政常任委員会
 ・市立病院病棟建替について
 ・カントリーサインについて
6/27　議会改革検討協議会

7/ 4　行政常任委員会
 ・市立病院病棟建替について
 ・議会報告会における議会に対する意見，要望等について
7/11　鈴鹿市議会・矢板市議会行政視察
7/12　議会改革検討協議会
7/29　宮津市議会行政視察

8/ 1　行政常任委員会
 ・消防の広域化について
 ・ごみ処理手数料について
8/28　行政常任委員会
 ・市道豊通の道道昇格について
 ・市立赤平総合病院の経理状況(5・6・7月分)及び病棟建替について
 ・子ども・子育て会議について
 ・除雪費助成事業の概要について
 ・統合小学校に係る通学区域について
 ＿　　　～ 中・北空知エネクリーン施設の視察 ～

9/ 5　議会運営委員会
9/10　第3回定例会　(～20日)
9/10　議会運営委員会
9/12　行政常任委員会
 ・赤平市立学校設置条例の一部改正について
 ・赤平市子ども・子育て会議条例の制定について
 ・赤平市廃棄物の資源化・再利用の促進及び適正処理に関する条例の一部改正について
 ・滝川地区広域消防事務組合への加入について
 ・北海道後期高齢者医療広域連合規約の変更について
 ・財産の取得について
 ・損害賠償額の決定及び和解について
 ・スーパープレミアム（20％）付まごころ商品券販売結果の報告
9/13　決算審査特別委員会（～19日）
 ・平成24年度赤平市一般会計と特別会計等決算認定について

10/1　行政常任委員会
 ・地域おこし協力隊について
10/1　議会改革検討協議会
10/8　議員派遣(向井・菊島・竹村議員)　（～11日）
 (佐賀県武雄市・伊万里市行政視察及び全国過疎問題ｼﾝﾎﾟｼﾞｳﾑながさき出席)

このかわら版のお問合せは、赤平市
議会かわら版編集委員会TEL 0125ｰ
32ｰ1858までお願いいたします。

また、これまでのかわら版は、赤平市
議会ホームページでご覧いただけま
す☆

みなさま こんにちは!山の彩も落着き、冬支
度を始めていることと思いますが、いかがお
過ごしですか？この度は、９月議会の質問内
容を中心にまとめ、各会派からの総括質疑も
掲載させていただきました。議員がどんな質
問をしているのかご興味のある方は是非傍聴
席がお待ちしておりますよ～^v^
かわら版編集委員会 植村・五十嵐・向井・竹村

赤平市議会 検索

編
集
後
記



今定例会の意見書
可決は下記の２件

平成２４年度の一般会計は、当初81億3,679万9千円で予算を編成し、その後、年度間に
8回の補正を行った結果、最終予算額は90億5,569万7千円となりました。

自主財源が減少した中で市債が増加し歳出が減少した決算に対する見
解について伺う。

依存財源となる市債については、その年の建設事業によって増減する。前
年度比で市債が増加した要因は、Ｈ２３年度まで産炭地基金を使ってき
たが、Ｈ２４年度決算では、公営住宅や道路整備などの財源が市債に振
り替わった事が大きな要素となった。自主財源は人口減少等の影響に
よって、市税や使用料も減少して行くので経常的な費用については歳入
規模に見合った歳出の予算化を図っていくことが必要と考えている。

当市には、１００万円を上限とした２年返済の融資制度、中小企業振興資
金融資制度があるが、近年はあまり利用者がいないとのこと。上限を５０
万円に引き下げる等して、２０万円から３０万円程度の資金が借りられる
よう、もっと使い勝手の良い融資制度に見直してはどうか伺う。

景気の低迷とともに中小企業や零細企業の経営は大変だと思う。十分に考
えられる余地があるので今後検討する。

【質問】

【答弁】

【質問】

【答弁】

歴史文化遺産保存のあり方について、市全体のビジョンがなかなか定ま
らない様に見えることと、今後、市民との協議の場を作ることのお考えが
あるのかを伺う。

例えば、郷土館の必要性なども感じているが、財政状況を見ながら取り組
んでいかなければならないところもあり時間を要する。市民との話し合い
も必要と思っている。

【質問】

【答弁】

・地方税財源の
                充実確保

・若い世代が
　安心して就労できる
　 環境等の整備

向
井　

義
擴

民主クラブ

植
村　

真
美

新政クラブ

竹
村　

恵
一

新政クラブ

と
な
り
処
罰
さ
れ
る
可
能
性
が
あ

る
事
を
児
童
生
徒
、
保
護
者
も
知

る
べ
き
で
は
な
い
か
考
え
を
伺
う
。

【
答
弁
】
平
成
１８
年
1
月
に
地
元
警

察
署
と
「
子
ど
も
の
健
全
育
成
サ

ポ
ー
ト
シ
ス
テ
ム
」
に
お
い
て
、
重
大

な
い
じ
め
事
案
に
係
る
警
察
と
の
連

携
に
つ
い
て
の
項
目
を
新
た
に
盛
り

込
む
な
ど
変
更
協
定
を
結
ん
だ
と

こ
ろ
。
い
じ
め
問
題
は
自
他
の
い
の

ち
の
尊
厳
へ
の
問
題
で
も
あ
り
、
社

会
生
活
を
営
む
上
で
重
要
な
事
柄

で
、
ご
指
摘
含
め
学
校
で
の
取
り
組

み
の
継
続
と
強
化
を
行
っ
て
参
り
た

い
。

【
質
問
】
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち

づ
く
り
に
つ
い
て

①
市
立
病
院
に
お
け
る
診
療
科
の

休
診
時
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
る
べ
き

で
は

【
答
弁
】
出
張
の
医
師
が
J
R
ト
ラ

ブ
ル
や
吹
雪
等
で
病
院
に
来
ら
れ

な
い
時
又
は
遅
れ
る
時
は
、
連
絡
が

入
り
次
第
患
者
に
説
明
を
し
て
理

解
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
が
、
病
院
の

信
頼
に
か
か
わ
る
の
で
検
討
し
た

い
。

②
災
害
に
備
え
庁
舎
内
に
自
家

発
電
装
置
を
設
置
す
べ
き
で
は

【
答
弁
】
庁
舎
内
に
は
北
海
道
と

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
用
と
非
常
灯

用
の
自
家
発
電
装
置
が
２
台
設

置
さ
れ
て
い
る
が
、
災
害
時
の
対

策
本
部
機
能
の
維
持
や
必
要
最

低
限
の
電
力
を
確
保
す
る
た

め
、
自
家
発
電
の
整
備
は
必
要

で
あ
り
、
総
合
計
画
後
期
実
施

計
画
の
中
で
検
討
し
て
い
き
た

い
。

【
質
問
】
教
育
行
政
に
つ
い
て

①
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
の
症
状
緩

和
剤
「
自
己
注
射
薬
エ
ピ
ペ
ン
」
に

つ
い
て

【
答
弁
】
学
校
給
食
に
お
け
る
ア

レ
ル
ギ
ー
対
応
は
事
前
に
保
護

者
と
学
校
が
協
議
し
事
故
の
な

い
よ
う
体
制
づ
く
り
を
進
め
て
い

る
。
現
在
、
エ
ピ
ペ
ン
の
使
用
を
処

方
さ
れ
る
児
童
は
い
な
い
こ
と

も
あ
り
、
具
体
的
な
対
応
を

と
っ
て
い
な
い
が
、
今
後
、
保
護

者
や
学
校
医
と
協
議
が
必
要
と

判
断
し
て
い
る
。

②
青
少
年
基
金
の
積
立
と
運
用

に
つ
い
て

【
答
弁
】
平
成
25
年
度
現
在
約

２
，
５
０
０
万
円
の
積
立
金
が
あ

る
が
、
平
成
４
年
か
ら
現
在
ま

で
積
立
は
０
で
、
寄
付
金
と
利

息
で
運
用
し
て
き
た
。
今
後
、
青

少
年
団
体
の
活
発
な
活
動
に
よ

り
基
金
運
用
が
厳
し
い
状
況
と

な
っ
た
場
合
は
、
市
を
含
め
青

【
質
問
】
小
中
学
校
通
学
者
に

対
す
る
通
学
助
成
の
考
え
に
つ

い
て

①
当
市
の
小
中
学
校
の
統
合
は

小
中
学
校
適
正
配
置
計
画
に

沿
っ
て
進
め
ら
れ
て
い
る
。
今

後
、
小
学
校
に
も
ス
ク
ー
ル
バ
ス

が
必
要
に
な
る
。
公
共
交
通
機

関
利
用
に
対
し
て
助
成
の
考
え

は
な
い
か
。

【
答
弁
】
当
然
通
学
区
域
が
広
く

な
る
た
め
、
通
学
の
利
便
性
に

考
慮
す
る
。
小
学
校
に
お
い
て

は
１
年
生
か
ら
６
年
生
ま
で
幅

広
い
年
代
な
の
で
、
ス
ク
ー
ル
バ
ス

の
運
用
を
考
え
て
い
る
。
中
学

生
に
お
い
て
は
公
共
交
通
機
関

の
利
用
も
視
野
に
入
れ
て
い
る
。

そ
の
場
合
の
費
用
は
支
弁
す
る

方
向
で
考
え
、
保
護
者
負
担
の

な
い
よ
う
配
慮
し
た
い
。

【
質
問
】
地
域
と
廃
校
施
設
の
利

活
用
に
つ
い
て

①
議
会
報
告
会
の
中
で
「
平
岸

地
区
か
ら
小
中
学
校
の
跡
地
は

今
後
ど
う
な
る
の
か
？
大
き
な

避
難
施
設
や
町
内
会
活
動
の
場

も
な
く
な
る
。
」
と
の
不
安
な
声

も
あ
る
が
、
今
後
の
考
え
や
方

向
性
を
伺
う
。

【
答
弁
】
平
岸
小
学
校
に
つ
い
て

は
、
公
共
施
設
専
門
部
会
で
協

議
し
て
い
る
が
、
災
害
時
の
対
応

施
設
と
し
て
閉
校
後
も
何
ら
か

の
形
で
稼
動
さ
せ
る
方
向
で
計

画
し
て
い
る
。
具
体
的
に
は
決

ま
っ
て
い
な
い
が
、
本
市
全
体
の

施
設
利
用
の
考
え
方
の
中
で
十

分
協
議
し
て
決
め
て
い
く
。

【
質
問
】
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
取

り
入
れ
た
ま
ち
づ
く
り
の
あ
り

方
に
つ
い
て

①
市
全
体
で
将
来
ど
の
よ
う
な

エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
を
描
き
、

ま
た
、
そ
れ
に
伴
う
地
域
企
業

と
の
連
携
を
ど
う
図
っ
て
い
く
の
か
。

【
答
弁
】
新
た
な
自
然
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
利
用
す
る
に
は
、
設
備

の
設
置
業
者
が
必
要
と
な
る
こ

と
か
ら
、
市
内
に
設
置
で
き
る

業
者
が
あ
る
こ
と
が
望
ま
し
い

と
考
え
る
。
今
後
、
自
然
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
情
報
に
つ
い
て
は
、
商
工

会
議
所
や
建
設
業
協
会
な
ど
を

通
じ
、
必
要
に
応
じ
て
、
市
内
業

者
に
提
供
し
て
い
く
。

【
質
問
】
さ
ら
な
る
地
域
活
性
化

の
取
り
組
み
に
つ
い
て

①
赤
平
市
で
あ
る
こ
と
を
さ
ら

に
主
張
で
き
る
看
板
を
国
道
沿

い
の
市
内
出
入
り
口
に
設
置
で

き
な
い
か
。

【
答
弁
】
経
費
な
ど
を
考
慮
す
る

と
、
古
い
看
板
の
見
直
し
や
、
建

替
な
ど
で
対
応
を
考
え
た
い
。　

ま
た
、
イ
メ
ー
ジ
看
板
に
つ
い
て

は
、
イ
メ
ー
ジ
戦
略
と
し
て
有

効
で
あ
る
と
考
え
る
が
、
当
市

の
イ
メ
ー
ジ
と
し
て
、
ど
の
よ
う

な
も
の
が
市
民
の
コ
ン
セ
ン
サ
ス

を
得
ら
れ
る
の
か
、
慎
重
な
検

討
を
し
て
い
き
た
い
。

②
市
を
P
R
す
る
た
め
の
ゆ
る

キ
ャ
ラ
の
起
用
に
つ
い
て

【
答
弁
】
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
選
定

や
着
ぐ
る
み
の
製
作
、
活
動
費

の
捻
出
等
、
か
か
る
費
用
も
あ

る
こ
と
か
ら
、
当
市
に
も
ゆ
る

キ
ャ
ラ
が
ほ
し
い
と
の
機
運
が
高

ま
る
よ
う
で
あ
れ
ば
、
検
討
の

余
地
は
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

【
質
問
】
ご
み
の
な
い
ま
ち
づ
く

り
の
見
直
し
と
推
進
の
中
で
看

板
や
ノ
ボ
リ
の
作
成
の
検
討

を
。

【
答
弁
】
看
板
は
、
町
内
か
ら
の

要
望
に
よ
り
随
時
対
応
し
て
い

る
。
ノ
ボ
リ
等
に
つ
い
て
は
効
果

【
質
問
】
消
防
の
広
域
化
に
よ
る

消
防
職
員
の
身
分
等
に
つ
い
て

①
今
回
の
広
域
化
に
よ
り
赤
平

市
と
芦
別
市
の
職
員
は
、
当
分

の
間
、
滝
川
地
区
広
域
消
防
事

務
組
合
に
派
遣
職
員
と
い
う
立

場
に
な
る
が
、
消
防
の
仕
事
は

チ
ー
ム
プ
レ
イ
が
基
本
と
な
る
の

で
、
広
域
事
務
組
合
の
下
で
統

一
さ
れ
た
身
分
を
で
き
る
だ
け

早
く
実
現
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

【
答
弁
】
一
定
の
検
討
期
間
は
必

要
と
な
る
が
、
早
い
時
期
に
課

題
を
整
理
し
、
派
遣
職
員
か
ら

広
域
の
職
員
と
し
て
身
分
の
統

一
が
で
き
る
よ
う
協
議
、
検
討

を
し
て
い
く
。

【
質
問
】
民
間
跡
地
利
用
に
つ
い

て①
冬
期
間
の
雪
置
き
場
と
し
て

の
市
の
取
組
み
状
況
に
つ
い
て

【
答
弁
】
所
有
者
の
好
意
な
ど

で
、
３５
か
所
利
用
さ
せ
て
い
た
だ

い
て
い
る
。
近
年
町
内
会
を
通
じ

て
の
提
供
な
ど
が
あ
り
、
今
後

も
未
利
用
地
の
増
加
が
見
込
ま

れ
る
こ
と
か
ら
、
課
題
を
整
理

し
な
が
ら
利
用
に
向
け
た
検
討

を
し
て
い
く
。

【
質
問
】
遊
休
施
設
の
活
用
に
つ

い
て

①
国
は
「
要
支
援
」
向
け
の
サ
ー

ビ
ス
を
介
護
保
険
か
ら
切
り
離

し
、
市
町
村
の
独
自
事
業
に
移

す
と
し
て
い
る
が
、
遊
休
施
設
の

あ
り
方
を
見
直
し
、
活
用
し
て

は
ど
う
か
。

【
答
弁
】
今
後
必
要
と
な
る
場
合

に
つ
い
て
は
、
課
題
は
あ
る
が
遊

休
施
設
を
有
効
に
活
用
し
て
い

く
こ
と
も
検
討
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
る
。

【
質
問
】
文
化
施
設
に
つ
い
て

①
文
化
会
館
建
設
の
要
望
も
あ

り
、
総
合
体
育
館
を
体
育
・
文

化
共
用
施
設
と
し
て
の
改
修
は

考
え
ら
れ
な
い
か
。

【
答
弁
】
当
面
予
定
さ
れ
て
い
る

病
院
、
消
防
、
学
校
な
ど
の
整

備
が
終
っ
た
段
階
で
の
事
業
と

し
て
、
遊
休
公
共
施
設
等
整
備

計
画
の
検
討
案
に
加
え
て
取
扱

う
こ
と
が
相
当
か
と
考
え
る
の

で
、
総
合
体
育
館
の
改
修
は
最

小
限
か
、
或
い
は
現
状
維
持
と

な
ら
ざ
る
を
得
な
い
と
考
え
て
い
る
。

的
な
設
置
場
所
や
時
期
、
そ
の
表

示
内
容
に
つ
い
て
、
予
算
面
を
含

め
て
検
討
し
て
い
く
。

少
年
基
金
運
営
委
員
会
で
協
議

し
て
い
く
。
ま
た
、
今
ま
で
の
補

助
額
で
は
全
国
大
会
出
場
経
費

と
し
て
は
厳
し
い
状
況
だ
っ
た

が
、
本
年
８
月
に
補
助
額
の
基

準
を
見
直
し
た
。
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